謹啓　山の緑も深くなってまいりましたが、皆様にはいよいよご清祥のこととお喜び申し上げます。平素はひとかたならぬご厚情にあずかり、心より御礼を申し上げます。

さて、私こと、〇〇〇〇は、このたび、はからずも藍綬褒章受章の栄に浴しました。これもひとえに、皆様のご支援ご指導のおかげと深く感謝申し上げる次第でございます。

　つきましては、今回の受章のご報告かたがた、これまでの御礼をあらためて皆様に申し述べたく、左記のように、感謝の夕べを催したいと存じます。

　皆様にはご多用のことと存じますが、ご光来くださいますよう、心よりお願い申し上げます。
謹言

平成○年○月○日

〇〇　〇〇
記
　日時　
○月○日(○)午後○時より

　場所　
○○ホテル○○の間

　ご参会料
一万円

　なお、はなはだ失礼ではございますが、今回は会費制にてとり行わせていただきます。また、準備の都合上、同封のはがきにご出席の有無をご記入の上、○月○日までにご返信くださいますよう、お願い申し上げます。
以上

